
　
「
あ
き
る
野
市
小
中
一
貫
教
育

実
施
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
施
指
針
に
基
づ
き
、
あ

き
る
野
市
の
実
態
に
即
し
た
小
中

一
貫
教
育
の
実
施
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑴
「
あ
き
る
野
市
教
育
基
本
計

　
画
」
に
基
づ
き
小
中
一
貫
教
育

　
を
推
進
す
る
。

⑵
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
小
中
一

　
貫
教
育
に
関
わ
る
取
組
を
生
か

　
す
。

　
　
平
成
17
年
度
か
ら
、
小
中
一

　
貫
教
育
に
関
わ
る
取
組
を
教
育

　
委
員
会
の
重
点
施
策
に
位
置
付

　
け
、
研
究
推
進
校
に
お
け
る
小

　
中
合
同
研
究
や
、
公
立
小
中
学

　
校
教
育
研
究
会
な
ど
で
実
践
を

　
行
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
実
践

　
の
成
果
と
課
題
を
生
か
し
て
、

　
あ
き
る
野
市
に
ふ
さ
わ
し
い
小

　
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
。

⑶
地
域
の
実
態
に
即
し
て
、
小
中

　
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
。

　
　
市
立
学
校
は
６
つ
の
中
学
校

　
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
地
域
の

　
特
色
を
生
か
し
て
小
学
校
と
中

　
学
校
が
連
携
を
図
っ
た
取
組
を

　
行
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

　
既
存
の
６
つ
の
中
学
校
区
を
活

　
用
し
て
、
地
域
の
実
態
に
即
し

　
た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
。

⑷
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
及
び
内

　
容
に
即
し
て
、
小
中
一
貫
教
育
を

　
推
進
す
る
。

　
　
教
育
基
本
法
や
学
校
教
育
法
の

　
改
正
な
ど
を
踏
ま
え
、
「
生
き
る

　
力
」
を
は
ぐ
く
む
と
い
う
学
習
指

　
導
要
領
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、

　
そ
の
具
体
的
な
手
立
て
を
確
立
す

　
る
観
点
か
ら
学
習
指
導
要
領
が
改

　
訂
さ
れ
た
（
小
学
校
及
び
中
学
校

　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
23
年
度
、
平

　
成
24
年
か
ら
完
全
実
施
）
。
こ
の

　
こ
と
を
踏
ま
え
、
学
習
指
導
要
領

　
の
趣
旨
及
び
内
容
に
即
し
て
、
小

　
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
。

⑴
小
中
一
貫
教
育
の
目
的

　
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
目
的

は
、
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ

と
で
あ
る
。

　
　
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
総
則

　
で
は
、
「
学
校
の
教
育
活
動
を
進

　
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
各
学
校
に

　
お
い
て
、
児
童（
又
は
生
徒
）
に
生

　
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
指

　
し
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特
色

　
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す
る
。
」

　
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、

　
「
あ
き
る
野
市
教
育
基
本
計
画
」

　
に
お
い
て
も
、
子
供
た
ち
に
「
生

　
き
る
力
」
を
身
に
付
け
て
い
く
教

　
育
の
必
要
性
を
述
べ
、
視
点
の
第

　
一
に
、
「
『
生
き
る
力
』
を
は
ぐ

　
く
む
教
育
の
推
進
」
を
設
定
し
て

　
い
る
。

　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
小
中
一
貫

　
教
育
を
推
進
す
る
目
的
は
、
子
供

　
た
ち
の
発
達
段
階
に
即
し
て
、

　
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と

　
と
す
る
。

　
　
ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

　
に
よ
り
、
市
立
学
校
に
期
待
で
き

　
る
効
果
と
し
て
、

　
○
小
中
学
校
の
教
員
が
、
小
中
学

　
　
校
の
子
供
の
情
報
を
共
有
す
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
。

　
○
小
中
学
校
の
教
員
が
、
共
通
の

　
　
学
力
観
や
指
導
観
で
子
供
の
教

　
　
育
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
○
小
中
学
校
の
教
員
が
、
小
中
９

　
　
年
間
の
連
続
性
に
注
目
し
て
子

　
　
供
た
ち
の
教
育
に
当
た
る
こ
と

　
　
が
で
き
る
。

　
が
挙
げ
ら
れ
、
子
供
た
ち
に
対
し

　
て
は
、

　
○
「
生
き
る
力
」
で
あ
る
「
主
体

　
　
的
な
問
題
解
決
能
力
」
、
「
豊

　
　
か
な
人
間
性
」
及
び
「
た
く
ま

　
　
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
・
体

　
　
力
」
を
発
達
段
階
に
即
し
て
確

　
　
実
に
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
○
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
接
続

　
　
が
円
滑
に
な
り
、
学
習
や
生
活

　
　
に
対
す
る
子
供
た
ち
の
心
理
的

　
　
な
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

　
　
き
る
。

　
と
い
っ
た
教
育
成
果
に
つ
な
げ
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
小
中
一
貫
教
育
の
内
容

①
小
中
９
年
間
の
連
続
性
に
注
目
し

　
て
、
小
中
一
貫
し
た
指
導
計
画
を

　
作
成
し
活
用
す
る
。

　
　
中
学
校
区
ご
と
に
、
学
習
指
導

　
要
領
の
趣
旨
及
び
内
容
に
基
づ
き
、

　
児
童
・
生
徒
の
長
所
や
課
題
を
分

　
析
し
て
、
９
年
間
を
通
し
て
育
て

　
た
い
力
（
目
指
す
子
供
像
）
を
明

　
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
力
を

　
育
て
る
た
め
の
9
年
間
を
見
通
し

　
た
段
階
的
な
指
導
計
画
を
作
成
し
、

　
活
用
し
な
が
ら
改
善
を
図
る
。

　
あ
き
る
野
市
で
は
、
平
成
17

年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
に
係

る
取
組
を
重
点
施
策
に
位
置
付

け
、
中
学
校
区
を
中
心
に
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
度
、
市
立
学
校
の

中
か
ら
、
研
究
推
進
校
を
指
定

し
、
地
域
の
実
態
に
即
し
て
、

確
か
な
学
力
や
豊
か
な
心
、
健

康
な
体
の
育
成
を
目
指
し
た
小

中
合
同
研
究
を
行
い
、
研
究
の

２
年
目
に
は
、
全
市
立
学
校
を

対
象
と
し
て
広
く
研
究
発
表
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
去
る
１
月
18
日
�
に
は
、
増

戸
小
学
校
・
中
学
校
が
研
究
発

表
会
を
実
施
し
、
約
３
０
０
名

の
市
内
の
教
員
、
保
護
者
及
び

地
域
の
方
が
参
会
し
ま
し
た
。

発
表
会
の
中
で
は
、
４
つ
の
分

科
会
が
研
究
テ
ー
マ
「
９
年
間

を
通
し
て
『
ね
ら
い
』
と
『
育

て
た
い
力
』
を
明
確
に
し
た
指

導
」
の
も
と
、
２
年
間
行
っ
て

き
た
研
究
成
果
の
報
告
を
研
究

授
業
と
口
頭
発
表
で
行
い
ま
し

た
。

　
今
後
、
増
戸
小
中
学
校
は
、

市
内
の
他
の
地
域
の
モ
デ
ル
と

し
て
先
行
し
て
実
践
を
進
め
、

全
市
的
に
小
中
一
貫
教
育
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

２
面
へ
つ
づ
く

年度

17・18

18・19

19・20

20・21

21・22

22・23

23・24

南秋留小

増戸小

東秋留小

草花小

五日市小

増戸小

西秋留小

一の谷小

秋多中

増戸中

東中

御堂中

五日市中

増戸中

西中

研究推進校



②
小
中
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
充
　

　
実
す
る
。

　
　
中
学
校
区
ご
と
に
以
下
の
３
つ

　
の
視
点
か
ら
の
取
組
を
充
実
さ
せ
、

　
小
中
学
校
が
共
通
理
解
を
図
り
、

　
共
通
認
識
の
も
と
に
、
様
々
な
教

　
育
活
動
を
合
同
で
実
施
す
る
。

　
○
子
供
を
視
点
と
し
た
取
組
（
合

　
　
同
防
災
訓
練
、
合
同
学
校
行
事
、

　
　
合
同
体
験
学
習
な
ど
）

　
○
教
員
を
視
点
と
し
た
取
組
　

　
　
（
合
同
研
修
会
、
合
同
校
内
研

　
　
究
会
な
ど
）

　
○
教
育
体
制
を
視
点
と
し
た
取
組

　
　
（
教
育
課
程
の
統
一
、
生
活
時

　
　
程
や
き
ま
り
の
統
一
な
ど
）

⑶
小
中
一
貫
教
育
校
の
整
備

①
市
内
全
地
域
の
各
中
学
校
区
ご
と

　
に
、
小
中
一
貫
教
育
校
の
体
制
を

　
整
備
す
る
。

　
　
各
中
学
校
区
内
の
小
学
校
と
中

　
学
校
を
一
つ
の
小
中
一
貫
教
育
校

　
と
す
る
。
複
数
の
中
学
校
区
の
通

　
学
区
域
を
も
つ
小
学
校
に
つ
い
て

　
は
、
通
学
区
域
の
見
直
し
の
検
討

　
を
進
め
る
。

②
各
中
学
校
区
の
設
置
形
態
等
に
つ

　
い
て
学
校
・
地
域
の
実
態
に
即
し

　
て
検
討
す
る
。

　
　
校
舎
が
隣
接
し
て
い
る
小
中
学

　
校
と
、
五
日
市
線
を
隔
て
て
設
置

　
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
で
は
、
設

　
置
の
在
り
方
が
異
な
る
。
地
理
的

　
条
件
を
含
め
、
学
校
・
地
域
の
実

　
態
に
即
し
た
小
中
一
貫
教
育
校
の

　
設
置
に
向
け
て
、
以
下
の
観
点
か

　
ら
、
各
中
学
校
区
ご
と
の
小
中
一

　
貫
教
育
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

　
討
す
る
。

�

③
増
戸
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
地

　
理
的
条
件
を
最
大
限
に
生
か
し
て

　
設
置
形
態
等
の
在
り
方
を
検
討
す

　
る
。

　
　
増
戸
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

　
学
区
域
が
同
一
で
あ
り
、
学
校
施

　
設
が
同
一
の
敷
地
内
に
あ
る
地
理

　
的
条
件
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
よ

　
う
設
置
形
態
等
の
在
り
方
を
検
討

　
す
る
。

④
制
度
変
更
は
、
必
要
最
小
限
と
し

　
小
中
一
貫
教
育
校
の
体
制
を
整
備

　
す
る
。

　
　
子
供
た
ち
一
人
一
人
に
、
「
生

　
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目

　
指
し
て
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ

　
れ
た
趣
旨
及
び
内
容
に
即
し
た
教

　
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

　
あ
り
、
そ
の
た
め
の
小
中
一
貫
教

　
育
の
推
進
で
あ
る
。
ま
た
、
今
ま

　
で
に
積
み
上
げ
て
き
た
取
組
を
踏

　
ま
え
　
地
理
的
条
件
を
含
め
た
、

　
学
校
・
地
域
の
実
態
に
即
し
て
小

　
中
一
貫
教
育
校
体
制
を
整
備
す
る

　
こ
と
か
ら
、
制
度
変
更
は
必
要
最

　
小
限
と
す
る
。

⑴
「
小
・
中
一
貫
教
育
推
進
基
本
計

　
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
基

　
本
計
画
（
案
）
を
策
定
す
る
。

⑵
平
成
26
年
度
か
ら
全
市
的
な
小
中

　
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
た
め
の
行

　
程
を
明
確
に
す
る
。

⑶
増
戸
小
中
学
校
は
、
他
の
地
域
の

　
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
先
行
し
て
、

　
小
中
一
貫
教
育
校
の
設
立
に
向
け

　
た
取
組
を
進
め
る
。

　
２
月
９
日
に
平
成
23
年
度
東
京
都

教
育
委
員
会
職
員
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
御
堂
中
学
校
の
木
住
野
み
ほ
子

主
任
養
護
教
諭
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
住
野
教
諭
は
、
長
年
に
わ
た
り

学
校
保
健
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
特
に
、
就
学
相
談

委
員
と
し
て
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
校
内
で
は
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
特
別
支
援

教
育
の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

更
に
教
育
相
談
担
当
と
し
て
、
不
登

校
傾
向
の
生
徒
の
支
援
や
保
護
者
対

応
等
、
学
級
担
任
や
学
年
主
任
を
指

導
・
助
言
し
、
不
登
校
生
徒
の
減
少

に
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

教
育
相
談
部
や
特
別
支
援
教
育
部
を

組
織
的
に
運
営
し
、
活
性
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
課
で
は
、
三
つ
の
セ
ン

タ
ー
で
市
内
の
小
学
校
12
校
、
中
学

校
６
校
の
給
食
を
一
日
約
７
８
０
０

食
作
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
法
に
は
、
学
校
給
食
が

教
育
の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
き
る
野
市
で
は
、

行
事
食
、
郷
土
料
理
、
世
界
の
料
理

や
季
節
ご
と
の
旬
の
食
材
な
ど
を
取

り
入
れ
、
日
本
や
世
界
の
食
文
化
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

月
の
給
食
だ
よ
り
な
ど
を
通
じ
て
、

子
供
た
ち
の
食
に
対
す
る
興
味
、
関

心
を
引
き
出
せ
る
よ
う
様
々
な
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。

　
献
立
に
は
、
あ
き
る
野
市
特
産
の

野
菜
で
あ
る
の
ら
ぼ
う
（
菜
）
や
五

日
市
で
収
穫
さ
れ
た
こ
ん
に
ゃ
く
芋

を
使
用
し
た
み
そ
田
楽
な
ど
地
場
野

菜
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入

れ
る
な
ど
地
産
地
消
の
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
、
更
な
る
地
場
野

菜
導
入
に
向
け
、
市
内
の
農
家
の

方
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ

Ａ
秋
川
な
ど
と
協
議
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
積
極
的
に
学
校
に
出
向

き
、
給
食
時
間
や
授
業
時
間
を
使
っ

た
食
育
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
成

長
期
の
栄
養
が
体
や
心
に
と
っ
て
な

ぜ
重
要
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
栄
養

素
が
体
の
中
で
持
つ
役
割
な
ど
に
つ

い
て
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
給
食
セ
ン
タ

ー
の
見
学
な
ど
を
通
じ
て
、
食
べ
物

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら

い
、
好
き
嫌
い
せ
ず
に
残
さ
ず
食
べ

る
よ
う
心
が
け
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
が
食
べ
る
学
校
給
食

は
、
安
心
安
全
で
あ
る
こ
と
が
大
原

則
で
す
。
あ
き
る
野
市
で
は
、
学
校

給
食
衛
生
管
理
基
準
に
沿
っ
て
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
日
々
の
調
理
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
身
支
度
、
手

洗
い
の
徹
底
、
そ
し
て
加
熱
調
理
で

は
中
心
温
度
85
度
以
上
を
確
認
す
る

な
ど
、
衛
生
管
理
に
注
意
を
払
っ
て

い
ま
す
。
特
に
昨
年
は
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
大
気
、
そ
し
て
食
材
の

放
射
能
汚
染
が
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
給
食
だ
よ
り
に
給

食
食
材
の
産
地
を
掲
載
し
、
情
報
公

開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
給
食
食
材
の
放
射
能
検
査
を
実

施
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
測
定
結
果
の
公
表
を
通

じ
、
学
校
給
食
の
安
心
、
安
全
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
ま
た
、
学
校
か
ら
の
依
頼
で
保
護

者
を
対
象
と
し
た
試
食
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
実
際
に
給
食
を
食
べ
る
こ

と
で
給
食
へ
の
理
解
が
よ
り
広
が
る

こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
の

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
子
供
た
ち
が
美
味
し
く

楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
給
食
を

目
指
し
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

＊
給
食
費
に
つ
い
て
＊

　
給
食
費
は
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
、

食
材
料
の
購
入
の
み
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
給
食
費
の

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

１
面
の
つ
づ
き


